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	気候変動への適応　e-ラーニング教材�【中学生向け】
	地球温暖化とは何か知っていますか？
	スライド番号 3
	（第１問）地球温暖化はなぜ起きているのでしょうか？
	地球の空気を暖めているガス（温室効果ガス）が増えてきたからだと考えられています。正解は③。
	地球温暖化の仕組み�地球の平均気温は現在約15℃ですが、もしも地球上に温室効果ガスがなかったとすれば、平均気温はマイナス18℃となり、生命の存在できない極寒の星となるはずです。�しかしながら、地表の気温は以下のメカニズムにより、生物の存在に適した温度で保たれています。�ところが、近年、産業の発展や森林の開拓などの人間活動の活発化に伴って、温室効果ガスの濃度が増加し、地球規模での気温上昇が進行しています。�
	温室効果ガスには、様々な種類がありますが、その中でも、二酸化炭素の影響が最も大きく、また二酸化炭素の量は増え続けています。
	日本は、世界全体の二酸化炭素の約3.4％を排出しており、世界で5番目です。
	（第２問）地球温暖化に対して、どのような事が必要だと思いますか？あてはまるものをすべて選んでください。
	地球温暖化が進まないよう原因となっている温室効果ガスが出る量を減らしていく（②）とともに、暖かくなっても安全に生活できるように影響にそなえる（③）ことが必要です。
	（第３問）日本では約100年前と比べ、平均気温が上昇しているといわれています。それによってすでに現れている影響は次のうちどれでしょうか？あてはまるものをすべて選んでください。
	１年間における雨の降り方が変わってきていること、サクラの開花の時期が早まっていることが確認されています。�正解は①②④。
	（第４問）今後、温暖化対策（温室効果ガスの排出を減らす）をしない場合2100年頃には、日本では約100年前と比べ、平均気温が約4℃上昇すると言われています。その場合どのようなことが起こると予測されているでしょうか。あてはまるものをすべて選んでください。
	①②③④の全てが正解です。
	（第５問）以下の日本地図では、平均気温が約４℃上昇してしまった場合に、それぞれの地域で減少するものを表しています。それは何でしょうか（赤色は90％以上が減少することを表しています。）。
	①の砂浜が正解です。
	（第６問）地球温暖化に伴う気候変動によって様々な影響が生じたとしても、安全に生活できるように工夫することは非常に重要で、その対策のことを「適応策」といいます。次の中で「適応策」と考えられるのはどれですか？あてはまるものをすべて選んでください。
	正解は①～④、すべて正解。特に暑い日はエアコンを使うことも大事です。また、災害に備えて準備することも大切です。
	（第７問）最近、平均気温が上昇してきていることによって、熱中症にかかり救急車で運ばれる方の人数が増えてきています。次の選択肢のうち、熱中症にかかわる「適応策」はどれでしょうか。あてはまるものをすべて選んでください。
	①から③は重要な熱中症対策であり、適応策です。正解は①②③。
	（第８問）最近、極端に強い雨が増えていることで各地で豪雨による災害が発生しています。これも地球温暖化に伴う気候変動の影響が考えられると言われていますが、自分自身ができる適応策としてどのようなものが考えられるでしょうか。あてはまるものをすべて選んでください。
	災害が起こってしまう前に事前に備えておくことも「適応策」の１つです。正解は①②③。
	（第９問）世界でも数少ない、日本において定められた「適応」を進めていくための法律はなんというでしょうか。
	日本において定められた「適応」を進めていくための法律を「気候変動適応法」といいます。
	（第10問）2015年に世界各国で議論し、平均気温の上昇を2℃以下に抑えられるように温暖化対策を進めていくことを決めました。この取り決めを何というでしょうか。
	世界各国が平均気温の上昇を2℃以下に抑えられるように温暖化対策を進めていくという取り決めをパリ協定といいます。
	全ての問題が終わりました。何問正解しましたか。��ここまでで学んだように安全に生活できるように気候変動の影響にそなえることが適応です。皆さんもどのようなそなえができるか考えてみてください。
	この後はオプションの問題
	すでに様々な分野で「適応策」が実施されています。将来の気温が上がることで品質が下がってしまうことが心配されているお米の栽培において、どのような適応策が進められているでしょうか？あてはまるものをすべて選んでください。
	①②④が正解。
	 2015年の国連サミットで採択されたSDGs�（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）の中には、気候変動適応に直接関わる目標（ゴール）もあります。（⑬気候変動）�SDGｓの目指すゴールはいくつあるでしょうか。
	正解は②の「１７個」です。
	スライド番号 33

